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は
じ
め
に
現
宇
宙
の
無
秩
序
化
へ
の
揺
ら
ぎ
(
注
１)
か
ら
不
均
衡
が
生
じ
、
無
秩
序
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
注
２)
な
ど)
が
生
じ
、
粒
子
の
結
合
体
の
大
き
さ
と
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
構
造
と
機
能
に
違
い
が
生
じ
る
。
宇
宙
と
生
命
は
、
地
球
上
で
、
鉱
物
、
植
物
、
動
物
、
人
間
と
重
複
的
、
段
階
的
に
展
開
す
る
。
人
間
の
身
体
を
構
成
す
る
物
質
体
(
鉱
物
体)
に
は
、
物
理
的
(
力
学
的
、
電
磁
気
的)
な
作
用
が
働
き
、
非
意
識
が
対
応
す
る
。
有
機
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
生
命
体
(
多
細
胞
体)
に
は
、
自
律
神
経
系
(
植
物
的
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)
に
よ
っ
て
不
随
意
的
に
身
体
器
官
(
心
臓
な
ど)
と
系
(
血
液
循
環
な
ど)
を
働
か
せ
る
こ
と
で
、(
眠
っ
て
い
て
も)
生
命
が
維
持
さ
れ
、(
こ
こ
ろ
の
基
層
を
な
す)
無
意
識
が
対
応
す
る
。
生
命
体
に
は
、
環
境
と
の
相
互
作
用
が
あ
る
。
刺
激
(
受
容)
に
対
す
る
反
応
(
効
果)
は
反
射
と
な
る
。
生
命
の
維
持
と
(
心
的
機
能
と
し
て
の)
気
分
(
意
識
の
状
態)
の
維
持
と
は
対
応
す
る
。
環
境
の
影
響
か
ら
自
立
す
る
活
動
体
(
意
識
体
、
情
緒
体)
に
は
、
体
性
神
経
系
(
動
物
的
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)
に
よ
っ
て
随
意
的
に
身
体
器
官
(
感
覚
器
官
、
四
肢
な
ど)
と
系
を
働
か
せ
る
こ
と
で
、
意
識
が
対
応
す
る
。
活
動
体
(
意
識
体
、
情
緒
体)
に
は
、
環
境
か
ら
の
自
立
が
あ
る
。
刺
激
(
知
覚
系
に
よ
る
受
容)
に
対
す
る
行
動
(
運
動
系
に
よ
る
効
果)
は
中
枢
神
経
系
と
末
梢
神
経
の
連
動
に
よ
る
意
識
的
活
動
と
な
る
。
外
的
に
あ
ら
わ
れ
る
活
動
と
(
心
的
機
能
の
う
ち
の
心
的
活
動
と
し
て
の)
知
覚
、
感
情
と
は
対
応
す
る
。
環
境
に
働
き
か
け
る
(
環
境
を
つ
く
り
変
え
る)
精
神
体
に
は
、
大
脳
皮
質
前
頭
葉
に
よ
っ
て
神
経
系
を
統
括
す
る
こ
と
で
、
創
造
的
意
識
が
対
応
す
る
。
精
神
体
に
は
、
環
境
へ
の
働
き
か
け
が
あ
る
。
創
造
的
活
動
と
(
心
的
活
動
の
う
ち
の
精
神
的
活
動
と
し
て
の)
思
考
、
表
象
、
意
志
と
は
対
応
す
る
。
一
、
か
ら
だ
と
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
と
精
神
の
関
係
珈
琲
カ
ッ
プ
を
床
に
落
と
す
と
、
割
れ
て
粉
々
に
な
る
。
珈
琲
カ
ッ
プ
の
物
質
体
を
構
成
す
る
物
質
的
な
力
に
衝
撃
力
が
加
わ
っ
て
、
物
質
体
は
崩
壊
す
る
。
人
が
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
転
落
す
る
と
、
衝
撃
力
が
加
わ
っ
て
肉
体
(
物
質
体)
が
崩
壊
し
、
い
の
ち
と
意
識
(
こ
こ
ろ
、
精
神)
は
絶
た
れ
て
死
ぬ
。
物
質
体
が
生
命
と
意
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河
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R
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m
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心
情
、
精
神)
を
支
え
て
い
る
。
水
が
な
く
て
木
が
立
ち
枯
れ
る
(
枯
死
す
る)
と
、
時
と
と
も
に
木
は
朽
ち
て
ゆ
き
、
や
が
て
木
の
形
を
と
ど
め
な
く
な
る
。
生
命
体
か
ら
生
命
が
去
る
(
生
命
力
が
失
わ
れ
る)
と
、
木
を
構
成
す
る
有
機
体
(
物
質
体)
も
崩
壊
す
る
。
生
命
力
と
し
て
の
免
疫
力
が
有
機
体
の
腐
敗
を
防
ぐ
。
生
命
体
が
物
質
体
を
支
え
て
い
る
。
水
が
な
く
て
人
が
死
ぬ
と
、
時
と
と
も
に
人
体
は
朽
ち
て
ゆ
き
、
や
が
て
人
の
形
を
と
ど
め
な
く
な
る
。
生
命
体
か
ら
生
命
が
去
る
と
、
人
体
を
構
成
す
る
有
機
体
(
物
質
体)
も
崩
壊
す
る
。
生
命
力
と
し
て
の
免
疫
力
が
有
機
体
の
腐
敗
を
防
ぐ
。
生
命
体
が
物
質
体
を
支
え
て
い
る
。
飼
っ
て
い
た
犬
が
老
い
て
(
病
ん
で)
横
た
わ
っ
た
ま
ま
息
絶
え
る
(
死
ぬ)
と
、
動
物
か
ら
意
識
(
知
覚
や
感
情)
が
去
り
、
生
命
が
去
る
。
動
物
を
構
成
す
る
有
機
体
(
物
質
体)
も
や
が
て
腐
敗
し
、
崩
壊
す
る
。
活
動
体
(
意
識
体
、
情
緒
体)
が
生
命
体
を
支
え
、
物
質
体
を
支
え
て
い
る
。
人
が
老
い
て
(
病
ん
で)
横
た
わ
っ
た
ま
ま
息
を
引
き
取
る
(
死
ぬ)
と
、
人
か
ら
意
識
(
知
覚
や
感
情)
が
去
り
、
生
命
が
去
る
。
人
を
構
成
す
る
有
機
体
(
物
質
体)
も
や
が
て
腐
敗
し
、
崩
壊
す
る
。
活
動
体
(
意
識
体
、
情
緒
体)
が
生
命
体
を
支
え
、
物
質
体
を
支
え
て
い
る
。
人
が
自
ら
の
意
志
で
死
ぬ
(
自
殺
す
る)
と
、
人
か
ら
精
神
が
去
り
、
意
識
が
去
り
、
生
命
が
去
る
。
人
を
構
成
す
る
有
機
体
(
物
質
体)
も
や
が
て
腐
敗
し
、
崩
壊
す
る
。
精
神
体
が
活
動
体
(
意
識
体
、
情
緒
体)
を
支
え
、
生
命
体
を
支
え
、
物
質
体
を
支
え
て
い
る
。
人
間
は
四
重
の
存
在
と
し
て
、
一
つ
の
場
に
四
つ
の
身
体
(
精
神
体
、
情
緒
体
、
生
命
体
、
物
質
体)
が
重
な
り
合
い
、
支
え
合
い
、
浸
透
し
合
っ
て
い
る
(
注
３)
。
二
、
物
質
的
、
生
命
的
、
意
識
的
、
精
神
的
な
進
化
鉱
物
(
石
英
、
水
な
ど)
が
物
質
的
に
進
化
し
て
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
(
環
境
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て)
成
長
す
る
が
、
形
成
力
(
形
象
力)
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
成
長
し
た
か
た
ち
(
形
態)
を
残
し
、
結
晶
と
な
る
。
鉱
物
の
結
晶
体
か
ら
単
細
胞
の
生
命
体
(
原
生
生
物)
に
進
化
し
、
環
境
に
対
応
し
て
、
代
謝
し
、
分
裂
す
る
。
多
細
胞
の
生
命
体
の
植
物
に
進
化
し
、
情
報
物
質
を
交
換
し
な
が
ら
、
環
境
に
対
応
し
て
成
長
(
生
長)
し
、
生
殖
し
、
枯
死
す
る
。
多
細
胞
の
生
命
体
の
動
物
に
進
化
し
、
情
報
伝
達
物
質
や
情
報
伝
達
ホ
ル
モ
ン
(
注
４)
を
内
在
さ
せ
な
が
ら
、
環
境
か
ら
自
立
し
て
成
長
し
、
活
動
し
、
感
情
を
持
ち
、
生
殖
し
、
死
ぬ
。
上
皮
細
胞
の
興
奮
性
(
被
刺
激
性)
と
収
縮
性
に
よ
る
リ
レ
ー
式
情
報
伝
達
か
ら
、
上
皮
細
胞
の
受
容
細
胞
と
筋
細
胞
へ
の
分
化
に
よ
る
相
互
連
携
的
な
情
報
伝
達
に
進
化
す
る
。
受
容
細
胞
に
伝
導
性
が
あ
ら
わ
れ
、
伝
導
性
細
胞
(
神
経
細
胞)
に
分
化
し
、
体
表
面
を
覆
う
散
在
神
経
系
に
進
化
す
る
。
神
経
細
胞
に
求
心
性
と
(
筋
細
胞
に
連
絡
す
る)
遠
心
性
が
で
き
て
、
受
容
性
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
運
動
性
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
分
化
す
る
。
受
容
性
ニ
ュ
ー
ロ
ン
か
ら
神
経
細
胞
間
の
連
絡
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
分
化
し
て
、
中
枢
(
神
経
節)
が
で
き
る
。
神
経
節
は
脳
に
進
化
し
、
中
枢
神
経
系
(
自
律
神
経
系
、
脳
脊
髄
神
経
系)
と
末
梢
神
経
に
分
化
す
る
(
注
５)
。
栄
養
分
を
補
給
す
る
変
形
細
胞
の
一
部
は
、
大
脳
髄
質
を
形
成
す
る
神
経
膠
細
胞
(
グ
リ
ア
細
胞)
に
進
化
す
る
。
人
間
は
成
長
し
、
感
情
と
自
意
識
を
持
ち
、
精
神
(
意
志
、
想
像
力
な
ど)
に
よ
っ
て
行
動
し
、
環
境
に
働
き
か
け
(
環
境
を
つ
く
り
変
え)
、
社
会
を
形
成
し
、
こ
と
ば
な
ど
に
よ
っ
て
情
報
を
相
互
に
伝
達
し
、
結
婚
と
育
児
に
よ
っ
て
(
遺
伝
と
教
育
‐
学
習
に
よ
っ
て)
身
体
的
、
情
緒
的
、
知
的
に
資
質
や
情
報
を
伝
承
し
、
こ
と
ば
な
ど
の
表
象
に
よ
っ
て
文
化
を
継
承
し
、
死
ぬ
。
人
間
の
脳
に
は
、
進
化
の
痕
が
示
さ
れ
、
内
奥
ほ
ど
始
原
的
で
あ
り
、
表
層
(
皮
質)
ほ
ど
発
達
的
で
あ
る
。
相
互
に
上
行
性
と
下
行
性
の
神
経
回
路
が
あ
る
。
大
脳
新
皮
質
の
後
頭
部
に
入
力
系
(
後
頭
葉
に
視
覚
野
、
側
頭
葉
に
聴
覚
野)
、
頭
央
部
に
処
理
系
(
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
連
合
野
、
体
系
的
な
表
象
を
操
作
す
る
言
語
野)
、
前
頭
部
に
出
力
系
(
意
志
、
計
画
、
創
造
に
関
わ
る
前
頭
葉)
が
あ
る
。
右
利
き
の
人
で
は
、
大
脳
新
皮
質
左
半
球
が
右
半
身
の
運
動
を
支
配
し
、
論
理
的
な
心
的
活
動
を
担
う
傾
向
が
あ
り
、
大
脳
新
皮
質
右
半
球
が
左
半
身
の
運
動
を
支
配
し
、
情
緒
的
、
イ
メ
ー
ジ
的
、
直
観
的
な
心
的
活
動
を
担
う
傾
向
が
あ
る
。
男
性
脳
で
は
、
左
右
半
球
を
つ
な
ぐ
脳
梁
(
神
経
線
維
束)
が
細
く
、
左
右
半
球
の
心
的
活
動
に
関
わ
る
機
能
が
分
化
し
、
女
性
脳
で
は
、
脳
梁
が
太
く
、
左
右
半
球
の
心
的
活
動
に
関
わ
る
機
能
が
一
体
的
で
あ
る
。
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大
脳
皮
質
を
形
成
す
る
神
経
細
胞
は
、
様
々
な
形
状
に
分
か
れ
る
が
(
注
６)
、
言
語
野
を
形
成
す
る
神
経
細
胞
は
(
円
錐
形
の)
大
錐
体
細
胞
で
あ
る
。
人
間
の
身
体
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
脳
脊
髄
神
経
系
だ
け
で
な
く
、
自
律
神
経
系
や
体
液
ホ
ル
モ
ン
系
、
免
疫
系
も
あ
る
。
免
疫
中
枢
は
心
臓
近
傍
の
胸
腺
に
あ
る
。
大
脳
を
含
む
脳
の
機
能
に
つ
い
て
も
、
局
在
的
な
面
も
あ
れ
ば
、
一
体
的
(
包
括
的)
な
面
も
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
脳
と
心
が
一
対
一
に
対
応
し
て
い
る
と
は
言
え
な
(
注
７)
い
。脳
は
構
造
で
あ
り
、
心
は
機
能
で
あ
る
。
脳
は
身
体
器
官
の
中
枢
で
あ
る
が
、
精
神
器
官
と
し
て
進
化
す
る
可
能
性
を
持
つ
。
心
身
の
連
動
は
、
精
神
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
る
。
三
、
こ
こ
ろ
と
意
識
と
心
的
機
能
の
関
係
や
ま
と
こ
と
ば
(
和
語)
の
｢
こ
こ
ろ｣
は
、｢
こ
る
(
凝)｣
｢
こ
ご
る｣
に
場
所
を
示
す
接
尾
辞
｢
ろ｣
の
接
続
し
た
か
た
ち
と
さ
れ
(
注
８)
、
心
臓
と
い
う
意
味
と
な
り
、
(
緊
張
す
る
と
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
こ
と
か
ら)
様
々
な
想
い
の
か
た
ま
る
場
と
い
う
意
味
と
な
り
、
さ
ら
に
様
々
な
想
い
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
こ
ろ
は
、
様
々
な
想
い
の
あ
ら
わ
れ
る
場
(
無
意
識
を
含
む
意
識
の
あ
ら
わ
れ
る
場)
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
(
心
的
機
能)
は
、
こ
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
る
様
々
な
想
い
(
心
的
活
動)
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
こ
こ
ろ
と
い
う
場
を
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
(
無
意
識
を
含
む)
意
識
で
あ
る
。
(
無
意
識
を
含
む)
意
識
は
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
分
岐
し
た
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。(
無
意
識
を
含
む)
意
識
は
、
様
々
な
想
い
の
ベ
ー
ス
と
な
る
ス
ク
リ
ー
ン
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
す
る
。(
無
意
識
を
含
む)
意
識
に
な
ら
な
い
非
意
識
は
、
物
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
気
絶
、
失
神
、(
事
故
に
よ
る)
昏
倒
、
泥
酔
、
熟
睡
な
ど
の
(
意
識
の
中
断
を
含
む)
意
識
喪
失
は
、
無
意
識
に
な
ら
な
い
生
命
無
意
識
(
注
９)
(
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー)
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
睡
眠
中
の
夢
や
白
昼
夢
は
無
意
識
に
よ
る
心
象
で
あ
る(
意
識
に
よ
っ
て
夢
の
心
象
を
知
覚
す
る)
が
、
明
晰
夢
は
無
意
識
に
意
識
が
交
じ
る
。(
極
度
の
疲
労
に
よ
る)
困
憊
、
ほ
ろ
酔
い
、
高
熱
時
の
譫うわ
言ごと
、(
精
神
的
な
病
い
に
よ
る)
昏
迷
(
意
識
障
害)
、
入
眠
時
や
目
覚
め
の
時
の
夢
う
つ
つ
(
半
覚
醒)
は
、(
意
識
と
無
意
識
が
混
在
す
る)
意
識
の
混
濁
で
あ
る
。
潜
在
す
る
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ら
わ
れ
(
相)
が
無
意
識
で
あ
り
、
顕
在
す
る
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ら
わ
れ
(
相)
が
意
識
で
あ
る
。
無
意
識
は
こ
こ
ろ
の
基
層
(
深
層)
を
な
し
、
意
識
は
こ
こ
ろ
の
表
層
を
な
す
(
注
)
。
(
無
意
識
を
含
む)
意
識
の
状
態
が
気
分
で
あ
る
。
気
分
は
、
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
(
心
的
機
能)
で
あ
る
。
生
命
の
維
持
に
対
応
す
る
心
身
の
均
衡
(
バ
ラ
ン
ス)
を
は
か
る
た
め
に
、
気
分
は
刻
々
と
変
化
す
る
環
境
に
対
応
し
て
、
で
き
る
だ
け
一
定
に
保
た
れ
よ
う
と
す
る
。
気
分
は
(
疲
労
、
病
気
、
生
理
的
状
況
、
健
康
な
ど
の)
体
調
に
影
響
さ
れ
(
支
え
ら
れ)
、
感
覚
や
感
情
な
ど
の
様
々
な
心
的
活
動
の
総
和
(
積
分)
に
も
影
響
さ
れ
る
(
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る)
。
こ
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
る
様
々
な
感
覚
、
感
情
な
ど
の
想
い
は
、
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
(
心
的
機
能)
の
う
ち
の
心
的
活
動
ま
た
は
内
的
体
験
で
あ
る
。
平
衡
を
保
つ
気
分
に
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
感
覚
の
反
応
に
伴
っ
て
正
負
の
印
象
(
共
感
、
反
感)
が
も
た
ら
さ
れ
、
感
情
が
注
意
喚
起
ま
た
は
(
接
近
や
忌
避
、
闘
争
に
向
か
う)
動
機
づ
け
の
機
能
と
し
て
作
用
し
、
気
分
は
変
動
し
て
再
均
衡
が
は
か
ら
れ
る
。
感
情
に
よ
っ
て
、
思
考
(
環
境
に
対
す
る
内
的
な
働
き
か
け)
が
促
さ
れ
る
。
高
次
の
思
考
は
、
心
的
活
動
の
う
ち
の
精
神
活
動
で
あ
る
。
四
、
外
界
と
内
面
の
相
互
作
用
人
間
は
環
境
(
人
間
関
係
を
含
む)
の
刺
激
(
波
動)
を
選
択
的
、
能
動
的
に
知
覚
(
情
報
化)
し
、
記
憶
を
参
照
し
、
表
象
(
形
象
表
象
、
言
語
表
象
な
ど)
を
活
用
し
な
が
ら
情
報
を
処
理
し
、
環
境
に
対
し
て
、
内
的
に
働
き
か
け
(
思
考
し)
、
外
的
に
働
き
か
け
る
(
行
動
す
る)
。
行
動
し
な
が
ら
、
ま
た
は
行
動
の
後
に
、
評
価
し
、
内
省
し
、
自
己
の
思
考
や
行
動
の
あ
り
方
を
修
正
す
る
。
こ
こ
で
、
外
界
と
内
面
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
(
仮
説)
を
提
示
す
る
([
図
１]
参
照)
。
外
界
(
環
境)
の
刺
激
は
、
同
時
並
列
的
で
あ
る
。
意
識
(
無
意
識
を
含
む)
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の
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影
響
は
、
外
界
の
も
の
ご
と
(
鉱
物
、
植
物
、
動
物
、
人
間
お
よ
び
そ
れ
ら
の
相
互
作
用)
に
よ
っ
て
、
レ
ベ
ル
が
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
主
体
的
な
精
神
を
持
た
な
い
事
物
(
鉱
物
、
植
物
、
動
物)
と
主
体
的
な
精
神
を
持
つ
他
者
(
人
間)
に
分
け
る
。
外
界
と
身
体
の
接
点
に
、
感
覚
が
あ
る
。
感
覚
に
は
、
系
統
発
生
(
進
化)
の
レ
ベ
ル
が
(
深
層
か
ら
表
層
ま
で)
反
映
し
て
い
る
。
脊
髄
、
脳
幹
(
延
髄
、
橋
、
中
脳)
、
間
脳
に
は
生
命
維
持
に
関
わ
る
反
射
を
含
む
本
能
感
覚
が
あ
り
、
か
つ
て
(
系
統
発
生
の
初
期)
は
外
在
的
で
あ
っ
た
感
覚
が
神
経
系
の
機
能
に
内
在
化
し
て
い
る
。
第
二
脳
室
と
第
三
脳
室
の
間
の
橋
近
傍
に
、(
触
覚
の
機
能
を
持
つ)
皮
膚
細
胞
に
似
た
受
容
細
胞
(
感
覚
細
胞)
群
が
あ
り
、
身
体
内
の
生
理
的
情
報
を
無
意
識
に
受
容
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
小
脳
に
は
、
作
業
の
反
復
(
身
体
操
作
的
な
学
習)
に
よ
る
神
経
回
路
の
短
縮
が
、
(
運
動
調
整
に
関
わ
る)
慣
化
ま
た
は
自
動
化
と
し
て
の
無
意
識
的
な
手
続
き
的
知
識
と
し
て
蓄
え
ら
れ
る
(
無
意
識
的
な
記
憶
痕
跡
と
な
る)
。
行
動
に
支
障
を
き
た
す
と
き
、
意
識
さ
れ
る
。
大
脳
辺
縁
系
(
間
脳
、
古
皮
質
、
旧
皮
質)
に
は
、
生
命
の
持
続
と
危
険
と
い
う
生
物
的
価
値
と
し
て
の
有
用
、
有
害
に
応
じ
た
(
心
象
を
共
感
と
反
感
と
い
う
印
象
に
刻
印
す
る)
原
初
的
な
イ
メ
ー
ジ
感
覚
が
あ
り
、(
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と
情
動
記
憶
を
参
照
す
る)
報
酬
系
と
罰
系
の
神
経
回
路
に
対
応
し
た
快
不
快
の
情
動
(
原
初
的
な
感
情)
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、(
遺
伝
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
サ
イ
ン
刺
激
ま
た
は
フ
ェ
ロ
モ
ン
と
の
相
互
作
用
に
よ
る)
動
物
一
般
の
(
性
欲
に
よ
る)
欲
動
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
(
情
欲
に
よ
る)
欲
情
を
発
す
る
官
能
感
覚
が
あ
り
、
快
感
(
陶
酔)
と
一
体
感
(
実
存
意
識)
の
混
淆
し
た
情
緒
に
つ
な
が
る
。
無
意
識
的
(
衝
動
的)
な
感
覚
で
あ
る
が
、
行
動
(
ま
た
は
行
動
予
測)
に
支
障
を
き
た
す
と
き
、
意
識
さ
れ
る
。
自
発
的
意
識
と
関
わ
る
。
顔
や
体
表
面
(
お
よ
び
体
内)
に
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
体
性
感
覚
の
受
容
器
(
痛
覚
の
一
部
は
体
内
に
あ
る)
と
し
て
受
容
細
胞
(
感
覚
細
胞)
群
が
あ
り
、
細
胞
間
隙
(
エ
フ
ァ
プ
ス)
群
を
介
し
て
、
神
経
細
胞
(
ニ
ュ
ー
ロ
ン)
群
と
接
合
す
る
。
各
神
経
細
胞
(
ニ
ュ
ー
ロ
ン)
群
は
、
細
胞
間
隙
(
シ
ナ
プ
ス)
群
を
介
し
て
、
相
互
に
承
接
し
な
が
ら
、
間
脳
を
経
由
し
て
、(
嗅
覚
を
除
き)
大
脳
新
皮
質
に
到
る
。
快
不
快
の
情
動
(
原
初
的
な
感
情)
や
官
能
的
な
欲
情
は
、
対
象
の
(
知
覚
と
記
憶
の
照
合
に
よ
る)
観
念
に
ま
つ
わ
る
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
心
理
的
な
感
情
と
な
る
。
意
識
と
い
う
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
れ
に
は
、
強
弱
、
遅
速
、
正
負
、
自
他
が
あ
る
。
意
識
の
状
態
(
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
、
断
面)
は
、
気
分
で
あ
る
。
気
分
は
、
心
身
の
調
子
(
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン)
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。(
無
意
識
を
含
む)
意
識
と
い
う
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
(
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
な
か
で)
制
御
す
る
場
は
、
脊
髄
お
よ
び
脳
幹
で
あ
る
。
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
に
、
感
覚
、
感
情
な
ど
の
心
的
活
動
が
あ
ら
わ
れ
る
。
様
々
な
心
的
活
動
の
総
和
(
積
分)
が
気
分
と
な
る
。
気
分
と
心
的
活
動
の
間
に
は
、
相
互
作
用
が
あ
る
。
驚
き
は
、
強
く
速
い
無
意
識
的
な
感
情
で
あ
る
。
恐
れ
は
、
生
命
の
危
険
と
逃
避
に
関
わ
る
利
己
的
な
負
の
感
情
で
あ
る
。
怒
り
は
、
生
命
の
危
険
と
闘
争
に
関
わ
る
利
己
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／
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／
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←
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←
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←
←
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←
←
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憶
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憶
／
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←
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／
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／
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⇔
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動
[図１] 外界と内面の相互作用についてのモデル
的
な
負
の
感
情
で
あ
る
。
つ
ら
さ
や
さ
び
し
さ
は
、
被
害
や
失
敗
に
関
わ
る
利
己
的
な
負
の
感
情
で
あ
る
。
喜
び
は
、
利
益
や
成
功
に
関
わ
る
利
己
的
な
正
の
感
情
で
あ
る
。
(
驚
き
を
除
き)
い
ず
れ
も
無
意
識
的
(
無
自
覚
的
、
衝
動
的)
で
あ
っ
た
り
、
意
識
的
(
自
覚
的)
で
あ
っ
た
り
す
る
。
大
脳
新
皮
質
後
頭
部
(
お
よ
び
大
脳
辺
縁
系)
に
は
、
外
界
の
事
物
を
感
受
す
る
受
容
器
の
感
覚
(
五
感)
を
選
択
的
、
能
動
的
に
情
報
化
し
加
工
し
総
合
す
る
(
知
覚
す
る)
入
力
系
神
経
回
路
の
到
達
点
(
最
先
端)
が
あ
る
。
新
皮
質
頭
頂
葉
で
は
触
覚
、
味
覚
、
空
間
感
覚
、
新
皮
質
側
頭
葉
で
は
聴
覚
、
新
皮
質
後
頭
葉
で
は
(
色
覚
、
顔
認
知
を
含
む)
視
覚
(
、
旧
皮
質
嗅
脳
で
は
嗅
覚)
を
知
覚
す
る
。
大
脳
新
皮
質
頭
央
部
に
は
、
記
憶
を
参
照
し
、
音
響
、
図
像
な
ど
の
形
象
の
表
象
を
活
用
し
な
が
ら
半
ば
無
意
識
的
に
思
考
し
、
各
感
覚
入
力
情
報
を
統
合
し
て
(
処
理
し
て)
認
知
的
イ
メ
ー
ジ
ま
た
は
概
念
を
形
成
す
る
連
合
野
が
あ
り
、
言
語
記
憶
に
蓄
え
ら
れ
た
言
語
表
象
を
活
用
し
て
思
考
し
、
認
知
的
イ
メ
ー
ジ
ま
た
は
概
念
を
言
語
的
概
念
に
変
換
し
配
列
す
る
(
直
列
化
す
る)
言
語
野
が
あ
る
。
反
復
に
よ
っ
て
慣
化
ま
た
は
自
動
化
し
て
、
無
意
識
的
に
な
る
。
認
知
ま
た
は
言
語
行
動
に
支
障
を
き
た
す
と
き
、
意
識
さ
れ
る
。
前
者
は
対
象
意
識
、
後
者
は
対
象
意
識
お
よ
び
反
省
意
識
(
自
意
識)
と
関
わ
る
。
大
脳
新
皮
質
前
頭
部
(
前
頭
葉)
に
は
、
環
境
(
人
間
関
係
を
含
む)
に
対
し
て
、
働
き
か
け
る
(
思
考
し
、
計
画
し
、
行
動
す
る)
出
力
系
神
経
回
路
の
出
発
点
が
あ
る
。
価
値
意
識
を
背
景
に
、
意
志
と
想
像
力
、
直
観
に
よ
っ
て
、
言
語
行
動
を
含
む
行
動
を
内
的
に
組
織
化
す
る
(
並
列
化
の
可
能
性
を
前
提
に
直
列
化
す
る)
。
行
動
し
な
が
ら
、
ま
た
は
行
動
の
後
に
、
評
価
し
、
内
省
し
、
自
己
の
思
考
や
行
動
の
あ
り
方
を
修
正
す
る
反
省
意
識
(
自
意
識)
お
よ
び
創
造
的
意
識
が
あ
る
。
自
他
の
関
係
(
意
味)
を
問
い
、
も
の
ご
と
の
本
質
を
直
観
し
、
表
象
を
用
い
て
か
た
ち
に
示
す
。
利
他
的
ま
た
は
社
会
的
な
感
情
、
さ
ら
に
精
神
的
な
感
情
(
情
操)
を
伴
う
。
畏
れ
や
祈
り
は
、
宗
教
的
な
感
情
(
情
操)
で
あ
る
。
憤
り
は
、
利
他
的
ま
た
は
共
同
体
的
な
負
の
感
情
で
あ
る
。
悲
し
み
は
、
利
他
的
ま
た
は
運
命
的
な
負
の
感
情
で
あ
る
。
慶
び
は
、
利
他
的
ま
た
は
共
同
体
的
な
正
の
感
情
で
あ
る
。
楽
し
み
は
、
利
己
的
ま
た
は
利
他
的
で
、
精
神
的
な
(
審
美
的
な)
正
の
感
情
で
あ
る
。
感
謝
は
、
社
会
的
な
正
の
感
情
で
あ
る
。
謝
罪
は
、
社
会
的
な
負
の
感
情
で
あ
る
。
思
い
や
り
は
、
相
手
の
負
の
感
情
に
対
す
る
慰
め
と
い
う
正
の
感
情
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
想
像
力
に
基
づ
く
共
感
が
通
底
す
る
。
強
い
共
感
は
、
感
動
と
い
う
正
の
感
情
と
な
る
。
強
い
反
感
は
、
怨
念
と
い
う
負
の
感
情
と
な
る
。
脳
幹
レ
ベ
ル
の
生
理
的
欲
求
は
、
間
脳
レ
ベ
ル
の
欲
望
、
大
脳
辺
縁
系
レ
ベ
ル
の
願
望
と
い
う
心
理
的
欲
求
、
大
脳
新
皮
質
前
頭
葉
レ
ベ
ル
の
希
望
や
信
念
と
い
う
精
神
的
欲
求
に
展
開
す
る
。
真
実
(
真
理)
を
探
究
す
る
学
問
的
、
宗
教
的
な
信
念
ま
た
は
信
仰
は
、
精
神
的
な
正
の
感
情
(
情
操)
で
あ
る
。
真
実
や
美
を
か
た
ち
に
表
現
す
る
芸
術
的
な
希
求
は
、
精
神
的
な
正
の
感
情
(
情
操)
で
あ
る
。
真
実
に
基
づ
く
善
を
実
践
す
る
勇
気
や
自
己
犠
牲
(
奉
仕)
は
、
利
他
的
か
つ
精
神
的
な
感
情
(
情
操)
で
あ
る
。
五
、
心
象
ま
た
は
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
や
ま
と
こ
と
ば
(
和
語)
の
｢
か
た｣
は
、
方
向
、
場
所
、
区
分
、
断
片
、
模
様
、
傾
向
、
輪
郭
、
形
態
、
形
式
、
模
像
、
図
像
、
型
、
方
法
、
枠
、
跡
な
ど
を
意
味
し
、
漢
語
の
訓
読
み
に
は
、
方
(
か
た)
、
片
(
か
た)
、
形
(
か
た)
、
像
(
か
た)
、
図
(
か
た)
、
型
(
か
た)
な
ど
が
あ
る
。
や
ま
と
こ
と
ば
(
和
語)
の
｢
ち｣
は
、
勢
い
、
方
向
づ
け
(｢
ち
は
や
ぶ
る｣
｢
い
の
ち｣
｢
を
ろ
ち｣
｢
こ
ち｣
｢
そ
ち｣
｢
を
ち｣)
を
意
味
す
る
。
あ
ら
わ
れ
た
｢
か
た
(
片
、
形
、
像
、
図
、
型)｣
は
｢
ち
(
勢
い
、
方
向
づ
け)｣
が
加
わ
っ
て
、
や
ま
と
こ
と
ば
(
和
語)
の
｢
か
た
ち
(
象)｣
と
な
る
。｢
か
た｣
は
原
型
で
あ
り
、｢
か
た
ち｣
は
具
現
で
あ
る
(
注
)
。
あ
ら
わ
れ
た
か
た
ち
(
現
象)
に
は
、
物
理
現
象
や
生
命
現
象
、
心
理
現
象
な
ど
が
あ
る
。
目
に
見
え
る
方
向
(
場)
へ
の
あ
ら
わ
れ
は
目
に
見
え
る
か
た
ち
と
な
り
、
目
に
見
え
な
い
方
向
(
場)
へ
の
あ
ら
わ
れ
は
目
に
見
え
な
い
か
た
ち
と
な
る
。
目
に
見
え
る
か
た
ち
(
物
象
、
事
象)
は
、
外
界
に
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
か
た
ち
(
身
体
的
視
覚
像
な
ど)
で
あ
る
。
目
に
見
え
な
い
も
の
の
か
た
ち
に
は
、
外
界
に
は
な
い
が
内
面
に
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
か
た
ち
(
心
像
な
ど)
も
あ
る
。
｢
こ
こ
ろ｣
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
た
｢
か
た｣
(
原
型)
は
、
賦
活
さ
れ
方
向
づ
け
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ら
れ
て
｢
か
た
ち｣
(
心
象)
と
な
る
。
文
学
作
品
の
な
か
で
用
い
ら
れ
る
｢
心
象｣
に
は
、
意
味
や
用
例
に
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
(
注
)
。
ま
た
、
文
芸
批
評
や
美
術
(
絵
画)
批
評
で
は
、｢
心
象
風
景｣
と
い
う
術
語
が
用
い
ら
れ
る
。
心
象
(
こ
こ
ろ
の
な
か
の
お
も
い
の
か
た
ち)
の
一
部
と
し
て
、
心
像
(
イ
メ
ー
ジ)
が
あ
る
。
目
(
肉
眼)
で
見
え
な
い
が
(
身
体
器
官
と
し
て
の
感
覚
器
官
で
知
覚
し
な
い
が)
、
見
え
る
(
知
覚
す
る)
か
た
ち
で
あ
る
。
残
像
、
想
起
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
(
記
憶
像)
、
想
像
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
(
イ
メ
ー
ジ
的
視
覚
像)
、
夢
の
な
か
の
像
な
ど
が
あ
る
。
比
喩
的
に
は
、
目
を
瞑
っ
た
後
の
残
像
は
瞼
の
裏
に
、
イ
メ
ー
ジ
は
眼
前
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
、
心
の
中
の
像
と
は
言
い
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
心
像(
イ
メ
ー
ジ)
は
、
一
定
の
平
面
的
な
広
が
り
の
な
か
に
輪
郭
と
明
暗
と(
う
っ
す
ら
と
し
た)
色
彩
を
持
つ
。
様
々
な
文
献
の
な
か
で
、｢
心
像｣
が
定
義
さ
れ
、
言
及
さ
れ
て
い
る
(
注
)
。
心
像
(
イ
メ
ー
ジ)
は
、
日
中
、
目
を
開
け
て
い
る
と
き
に
、
視
覚
像
と
二
重
写
し
に
(
だ
ぶ
っ
て)
あ
ら
わ
れ
る
。(
内
観
す
れ
ば)
確
か
に
あ
る
(
実
感
す
る)
。
視
覚
器
官
に
よ
ら
な
い
知
覚
で
あ
る
。
目
を
開
け
て
い
て
も
瞑
っ
て
い
て
も
、
視
覚
的
知
覚
(
視
知
覚)
と
は
別
に
独
立
的
に
生
じ
る
感
覚
的
知
覚
で
あ
る
。
身
体
的
感
覚
(
五
感)
で
は
な
い
(
身
体
器
官
と
し
て
の
感
覚
器
官
(
感
官)
に
よ
ら
な
い)
内
的
(
心
的)
感
覚
(
身
体
器
官
で
は
な
い
内
在
的
な
感
覚
器
官)
に
よ
る
知
覚
で
あ
る
。
心
的
欲
求
(
衝
動
、
情
動
、
情
緒
、
情
念
、
情
感
、
欲
望
、
願
望)
あ
る
い
は
精
神
的
欲
求
(
希
望)
に
応
じ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
ど
こ
に
器
官
(
機
能)
が
あ
る
の
か
。
目
に
見
え
な
い
器
官
に
よ
る
。
目
で
見
て
い
る
の
で
な
く
、
脳
で
見
て
い
る
。
遠
く
に
あ
る
も
の
(
遠
く
に
い
る
人)
が
意
志
に
応
じ
て
(
ま
た
は
無
意
識
に)
眼
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。
任
意
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
(
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る)
。
愛
着
(
恋
着)
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
な
ん
と
な
く
想
っ
て
い
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
気
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
意
志
に
拘
ら
ず
無
意
識
に
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ら
わ
れ
る
と
き
も
あ
る
(
つ
き
ま
と
う
と
き
も
あ
る)
。
嫌
悪
(
憎
悪)
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
快
不
快
(
愛
憎)
な
ど
の
自
己
中
心
的
な
情
緒
(
情
念
、
情
感)
を
伴
う
。
情
緒
的
に
中
立
的
(
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル)
な
場
合
も
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
縦
に
平
面
的
に
接
近
し
て
、
そ
の
輪
郭
が
(
視
覚
的
か
つ
触
覚
的
に)
あ
ら
わ
れ
る
。
遠
近
感
を
失
っ
て
い
る
。
遠
近
法
に
よ
ら
な
い
。
ど
の
高
さ
に
も
移
動
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
重
力
の
法
則
(
物
理
学
的
法
則)
に
よ
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
色
彩
が
な
い
。
立
体
感
(
距
離
感
、
奥
行
感)
が
な
い
。
重
量
感
(
重
み)
が
な
い
。
想
像
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
。
無
意
識
と
い
う
経
験
の
総
体
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
。
桜
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、(
一
般
的
な)
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
猫
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、(
一
般
的
な)
獣
を
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
想
像
上
の
獣
(
妖
怪
の
類)
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
薄
暗
が
り
の
な
か
の
白
い
猫
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
薄
暗
が
り
の
な
か
の
黒
猫
と
二
つ
の
白
く
光
る
眼
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
茶
色
の
猫
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
斑
の
三
毛
猫
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
記
憶
像
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
気
に
な
っ
て
い
る
人
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
遠
く
に
い
る
恋
人(
初
恋
の
人)
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。(
一
般
的
な)
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
自
分
の
母
親
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
記
憶
像
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
概
念
(
抽
象
的
な
も
の)
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
た
だ
し
、
図
形
や
図
像
、
し
る
し
は
、
そ
れ
ら
の
動
き
も
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
山
の
よ
う
な
三
角
形
と
マ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
マ
ル
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
三
角
形
を
上
り
下
る
動
き
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
感
覚
情
報
の
う
ち
七
割
が
視
覚
情
報
と
い
わ
れ
る
。
単
に
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
と
き
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
(
心
の
中
の
絵)
を
さ
す
こ
と
が
多
い
。
六
、
視
覚
像
、
残
像
、
記
憶
像
、
イ
メ
ー
ジ
的
視
覚
像
、
夢
の
な
か
の
像
の
関
係
身
体
的
視
覚
像
は
、
視
覚
的
知
覚
(
視
知
覚)
に
よ
る
像
で
あ
る
。
事
物
や
人
の
実
在
感
(
現
実
感
、
存
在
感)
が
あ
る
。
日
中
、
目
を
開
け
て
い
る
と
き
に
あ
ら
わ
れ
る
。
外
界
の
も
の
ご
と
(
人
を
含
む
も
の
や
こ
と)
と
い
う
刺
激
(
波
動)
が
生
得
的
か
つ
経
験
的
に
取
捨
選
択
(
選
別)
さ
れ
情
報
化
さ
れ
る
。
網
膜
か
ら
視
神
経
、
間
脳
を
経
由
し
て
(
色
覚
中
枢
、
顔
細
胞
な
ど
を
含
む)
大
脳
新
皮
質
視
覚
野
に
到
り
、
明
暗
、
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広
が
り
、
輪
郭
、
角
度
、
奥
行
、
縦
、
横
幅
、
か
さ
、
色
彩
、
し
る
し
、
模
様
、
背
景
、
動
き
、
人
の
顔
な
ど
が
認
知
さ
れ
、
連
合
野
で
統
合
さ
れ
、
人
間
に
と
っ
て
の
も
の
ご
と
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
外
界
の
も
の
ご
と
に
よ
る
刺
激
が
な
い
と
き
で
も
、
脳
の
或
る
部
位
へ
の
電
極
・
薬
物
に
よ
る
電
気
的
・
化
学
的
刺
激
に
よ
っ
て
、
色
彩
・
形
態
な
ど
の
視
覚
像
が
生
じ
る
。
(
目
で
な
く)
脳
で
外
界
の
も
の
ご
と
を
視
て
い
る
。
残
像
(
瞬
間
的
記
憶
(
注
)
像)
は
、
日
中
、
急
に
目
を
瞑
っ
た
と
き
に
(
瞼
の
裏
に)
残
る
像
や
斑
点
(
丸
い
斑
点
な
ど)
で
あ
る
。
反
射
光
に
よ
る
事
物
・
人
は
明
暗
、
輪
郭
、
色
彩
を
伴
う
像
と
な
り
、
発
光
体
(
太
陽
な
ど)
は
(
ポ
ジ
と
ネ
ガ
の
反
転
す
る)
明
暗
、
輪
郭
(
丸
い
斑
点)
、
色
彩
(
補
色)
を
伴
う
像
と
な
る
。
記
憶
像
(
長
期
記
憶
か
ら
想
起
す
る
心
像)
は
、
日
中
で
も
暗
が
り
で
も
夜
間
で
も
、
目
を
開
け
て
い
て
も
瞑
っ
て
い
て
も
、
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
広
が
り
、
不
明
瞭
な
輪
郭
、
不
明
瞭
な
形
態
(
角
度)
、
か
す
か
な
色
彩
、
不
明
瞭
な
模
様
、
不
明
瞭
な
背
景
、
断
続
的
な
動
き
な
ど
が
あ
る
。(
音
、
声
、
に
お
い
、
味
、
触
感
な
ど
の
記
憶
を
含
む)
エ
ピ
ソ
ー
ド
(
場
面
、
出
来
事
、
人
間
関
係)
記
憶
、
情
動
記
憶
、
自
伝
的
記
憶
を
伴
う
。
空
間
的
に
近
接
す
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
か
ら
現
在
へ
と
時
間
的
に
も
近
接
す
る
。
イ
メ
ー
ジ
的
視
覚
像
(
想
像
に
よ
る
心
像)
は
、
日
中
で
も
暗
が
り
で
も
夜
間
で
も
、
目
を
開
け
て
い
て
も
瞑
っ
て
い
て
も
、
意
識
的
(
意
志
的)
ま
た
は
無
意
識
的
に
眼
前
に
あ
ら
わ
れ
る
。
広
が
り
(
横
長
の
楕
円
形)
の
な
か
に
、
不
明
瞭
な
輪
郭
、
不
明
瞭
な
形
態
(
角
度)
、
か
す
か
な
色
彩
、
不
明
瞭
な
模
様
が
あ
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
(
場
面
、
出
来
事
、
自
分
と
の
関
係)
、
情
動
(
情
緒)
、
内
言
(
呼
び
名)
な
ど
を
伴
う
。
遠
方
の
も
の
が
眼
前
に
あ
っ
て
遠
近
感
を
失
い
、
平
面
と
し
て
部
分
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
記
憶
像
と
イ
メ
ー
ジ
的
視
覚
像
と
は
し
ば
し
ば
交
錯
し
混
淆
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
記
憶
像
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
形
し
て
あ
ら
わ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
的
視
覚
像
と
見
極
め
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
お
も
か
げ
(
面
影)
、
横
顔
(
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル)
、
手
足
の
指
先
、
髪
、
服
装
・
装
飾
品
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
(
注
)
。
想
像
に
よ
る
心
象
は
、
日
常
現
実
の
像
か
ら
離
脱
し
飛
躍
し
て
、
幻
想
的
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
夢
の
な
か
の
像
(
心
象
的
な
感
覚
・
像
の
非
日
常
的
・
超
現
実
的
な
、
独
特
の
脈
絡
に
よ
る
動
き)
は
、
目
を
瞑
っ
て
眠
っ
て
い
る
と
き
に
あ
ら
わ
れ
る
。
明
晰
夢
は
夢
を
見
て
い
る
自
覚
を
伴
い
、
予
知
夢
は
予
感
を
伴
う
。
白
昼
夢
は
、
日
中
、
目
を
開
け
て
い
る
と
き
に
(
夢
を
見
て
い
る
脳
波
に
よ
っ
て)
あ
ら
わ
れ
る
。
様
々
な
感
覚
(
視
覚
像
、
聴
覚
像
、
嗅
覚
、
味
覚
、
体
性
感
覚)
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
夢
の
な
か
の
内
言
(
自
分
の
声
の
記
憶
(
音
韻)
に
よ
る
語
り
(
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン)
、
自
分
や
他
者
の
声
の
記
憶
(
音
韻)
に
よ
る
会
話)
と
と
も
に
、
独
特
の
脈
絡
(
筋)
を
つ
く
り
、
奇
想
天
外
な
場
面
と
出
来
事
が
展
開
す
る
。
非
日
常
的
・
超
現
実
的
で
あ
り
な
が
ら
、
リ
ア
ル
な
視
覚
像
、
聴
覚
像
、
嗅
覚
、
味
覚
、
体
性
感
覚
、
場
面
、
出
来
事
、
人
間
関
係
、
情
緒
、
直
観
が
あ
ら
わ
れ
る
。
想
像
に
よ
る
幻
想
的
な
心
象
と
夢
の
な
か
の
心
象
は
、
し
ば
し
ば
類
似
す
る
。
七
、
心
象
ま
た
は
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
仮
説
イ
メ
ー
ジ
と
夢
の
な
か
の
像
の
共
通
性
お
よ
び
材
料
、
内
言
と
夢
の
な
か
の
内
言
の
共
通
性
お
よ
び
材
料
に
つ
い
て
の
仮
説
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
仮
説
①
覚
醒
時
(
目
覚
め
て
い
る
と
き)
の
意
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
、
無
意
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
、
睡
眠
時
(
眠
っ
て
い
る
と
き)
の
無
意
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
(
夢
の
な
か
の
イ
メ
ー
ジ)
は
共
通
し
て
い
て
、
同
根
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
仮
説
②
(
吉
本
隆
明
(
一
九
七
三)
は
イ
メ
ー
ジ
と
残
像
と
記
憶
像
を
峻
別
し
て
い
る
が)
イ
メ
ー
ジ
の
材
料
は
、
残
像
の
記
憶
で
は
な
い
か
(
注
)
。
仮
説
③
覚
醒
時
(
目
覚
め
て
い
る
と
き)
の
内
言
(
心
の
な
か
の
こ
と
ば)
と
睡
眠
時
(
眠
っ
て
い
る
と
き)
の
夢
の
な
か
の
内
言
と
は
、
共
通
性
が
あ
る
(
同
根
で
あ
る)
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
仮
説
④
覚
醒
時
の
内
言
と
睡
眠
時
の
夢
の
な
か
の
内
言
の
材
料
は
、
自
ら
の
音
声
の
記
憶
と
し
て
の
音
韻
で
あ
り
、
脈
絡
(
つ
な
が
り)
を
支
え
る
体
系
(
枠
組)
は
、
言
語
と
い
う
記
号
体
系
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
夢
の
な
か
で
は
、
他
者
の
音
声
の
記
憶
と
し
て
の
音
韻
が
、
他
者
の
言
動
(
発
話)
の
際
に
用
い
ら
れ
る
。
夢
の
な
か
の
内
言
で
は
、
文
法
の
脈
絡
(
つ
な
が
り)
は
合
っ
て
い
る
が
、
意
味
の
脈
絡
(
つ
な
が
り)
が
矛
盾
す
る
(
あ
る
い
は
非
現
実
的
で
あ
る)
こ
と
が
多
い
(
注
)
。
仮
説
⑤
イ
メ
ー
ジ
が
映
像
と
し
て
動
き
出
し
、
夢
と
な
る
。
想
い
が
内
言
と
し
て
、
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映
像
の
動
き
に
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
い
は
筋
(
プ
ロ
ッ
ト)
を
作
り
出
す
。
仮
説
⑥
劇
場
内
の
薄
暗
が
り
で
、
映
画
と
い
う
映
像
と
録
音
を
見
聞
き
す
る
こ
と
は
、
心
の
な
か
の
イ
メ
ー
ジ
の
動
き
と
、
内
言
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
い
う
心
的
活
動
と
、
共
通
性
が
あ
る
(
同
根
で
あ
る)
の
で
は
な
い
か
。
仮
説
⑦
覚
醒
時
の
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
夢
の
な
か
の
無
意
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
脈
絡
(
つ
な
が
り)
と
は
、
詩
や
小
説
の
創
作
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
や
こ
と
ば
の
脈
絡
(
つ
な
が
り)
と
も
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
メ
ー
ジ
感
覚
に
つ
い
て
の
仮
説
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
感
覚
は
、
身
体
器
官
(
感
覚
器
官)
に
よ
ら
な
い
感
覚
で
あ
る
。
仮
説
⑧
(
空
間
的
、
時
間
的
に)
遠
く
に
あ
る
(
い
る)
物
や
人
を
傍
に
あ
っ
て
(
い
て)
欲
し
い
と
求
め
る
(
負
の
欲
求
も
あ
る)
と
き
、
イ
メ
ー
ジ
感
覚
(
イ
メ
ー
ジ
視
覚
、
イ
メ
ー
ジ
聴
覚
、
イ
メ
ー
ジ
嗅
覚
、
イ
メ
ー
ジ
味
覚
、
イ
メ
ー
ジ
触
覚
な
ど)
が
生
じ
る
。
欲
求
の
レ
ベ
ル
(
次
元)
は
様
々
で
あ
っ
て
、
急
激
な
欲
求
(
衝
動)
も
あ
れ
ば
、
生
理
的
(
身
体
的)
欲
求
(
欲
望)
、
心
理
的
欲
求
(
欲
望
、
願
望)
、
精
神
的
欲
求
(
願
望
、
希
望)
も
あ
る
。
欲
求
の
中
枢
(
反
射
的
欲
求
は
脊
髄
、
衝
動
は
脳
幹
(
延
髄
、
橋
、
中
脳)
、
欲
望
は
間
脳
(
視
床
下
部)
、
願
望
は
大
脳
辺
縁
系
(
間
脳
、
大
脳
古
皮
質
、
大
脳
旧
皮
質)
、
希
望
は
大
脳
新
皮
質
前
頭
前
葉)
に
対
応
す
る
欲
求
の
器
官
は
身
体
的
に
は
(
解
剖
学
的
に
は)
存
在
し
な
い
が
、(
脳
を
含
む)
神
経
系
の
機
能
と
し
て
存
在
す
る
。
感
覚
は
感
情
(
情
欲
、
情
動
、
情
念
、
情
緒
、
情
感)
に
つ
な
が
る
。
欲
求
は
、
感
覚
か
ら
感
情
に
ま
た
が
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
仮
説
⑨
自
己
中
心
的
な
(
利
己
的
な)
想
い
が
イ
メ
ー
ジ
感
覚
を
も
た
ら
す
と
す
れ
ば
、
精
神
的
欲
求
(
希
望)
は
自
己
中
心
的
で
は
な
い
の
で
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
機
能
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
器
官
よ
り
も
高
い
次
元
の
機
能
と
し
て
の
い
わ
ば
精
神
器
官
に
よ
る
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
八
、
意
識
と
心
的
機
能
と
表
象
に
つ
い
て
外
界
と
内
面
の
モ
デ
ル
(
仮
説)
に
お
け
る
外
界
(
環
境)
の
刺
激
と
し
て
、
他
者
に
よ
る
表
象
(
音
楽
、
絵
画
な
ど
の
芸
術
と
し
て
の
形
象
(
音
響
、
図
像)
表
象
、
言
語
活
動
や
文
学
作
品
と
し
て
の
言
語
表
象)
が
、
も
の
ご
と
一
般
の
刺
激
と
と
も
に
、
同
時
並
列
的
に
あ
る
。
ま
た
、
内
面
に
お
け
る
様
々
な
心
的
活
動
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
表
象
(
形
象
表
象
、
言
語
表
象)
を
生
み
出
す
(
つ
く
り
出
す)
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
様
々
な
心
的
活
動
と
表
象
の
関
与
に
よ
る
意
識
か
ら
認
識
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、
簡
略
に
図
示
す
る
([
図
２]
参
照)
。
ま
た
、
外
界
と
内
面
の
モ
デ
ル
(
仮
説)
に
お
け
る
同
時
並
列
か
ら
継
時
直
列
、
さ
ら
に
統
合
に
到
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
簡
略
に
図
示
す
る
(
注
)
([
図
３]
参
照)
。
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直
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識
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知
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情
緒↑
記
憶
思
考
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表
象
形
象
言
語
意
志
[図２]心的活動と表象の関与
による意識から認識への展開
形
象
記
憶
空
間
図
式
空
間
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
心
象混
同
心
性
感
覚
複
合
観
念
興
味
外
界
同
時
並
列
…
概
念
…
継
時
直
列
…
統
合
…
認
識
↑
欲
求
↓
情
緒
言
語
比
較
／
照
合
言
語
図
式
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
記
憶
[図３]同時並列から継時直列､統合に到るプロセス
九
、
お
わ
り
に
感
覚
の
起
源
か
ら
み
て
、
系
統
発
生
的
に
原
初
的
な
本
能
感
覚
、
イ
メ
ー
ジ
感
覚
、
官
能
感
覚
の
器
官
が
内
在
化
し
、
身
体
感
覚
(
五
感)
の
器
官
が
外
在
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
共
感
覚
、
幻
想
(
幻
視
、
幻
聴
、
幻
臭)
感
覚
に
つ
い
て
は
、
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
資
料
と
し
た
言
及
が
あ
る
(
注
)
。
聴
覚
心
像
、
嗅
覚
心
象
、
味
覚
心
象
、
体
性
感
覚
心
象
に
つ
い
て
、
心
像
ま
た
は
心
象
に
お
け
る
時
間
と
空
間
に
つ
い
て
、
感
覚
か
ら
印
象
あ
る
い
は
知
覚
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、
感
覚
か
ら
感
情
、
思
考
、
直
観
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、
感
情
、
思
考
、
直
観
と
心
象
の
関
係
に
つ
い
て
、
心
象
と
言
語
表
象
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
で
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。
注
(
注
１)
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
増
大
と
い
う
無
秩
序
化
の
動
き
に
対
す
る
逆
流
の
動
き
。
(
注
２)
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
(
一
九
四
四)
参
照
。
(
注
３)
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
(
一
九
〇
四)
参
照
。
(
注
４)
脳
脊
髄
神
経
系
を
具
え
た
脊
椎
動
物
に
つ
い
て
は
、
神
経
伝
達
物
質
や
神
経
伝
達
ホ
ル
モ
ン
。
(
注
５)
山
本
健
一
(
一
九
九
六)
参
照
。
(
注
６)
脳
表
面
に
あ
る
神
経
細
胞
の
一
種
｢
ア
ス
ト
ロ
サ
イ
ト
(
星
状
膠
細
胞)｣
に
刺
激
を
与
え
る
と
新
た
な
神
経
細
胞
が
生
み
出
さ
れ
る
(
二
〇
〇
九
年
九
月
二
五
日
付
け
毎
日
新
聞)
。
(
注
７)
坂
野
登
(
一
九
八
五)
で
は
、
心
理
学
者
ル
リ
ア
の
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
(
注
８)
大
野
晋
ほ
か
(
一
九
七
四)
参
照
。
(
注
９)
仏
教
唯
識
説
で
は
、
生
命
無
意
識
を
末
那
識
と
し
、
さ
ら
に
深
層
に
生
死
を
超
え
た
阿
頼
耶
識
が
あ
る
と
す
る
。
ユ
ン
グ
(
一
九
一
六)
で
は
、
集
合
的
無
意
識
ま
た
は
普
遍
無
意
識
と
す
る
。
(
注
10)
坂
野
登
(
一
九
八
五)
で
は
、
覚
醒
時
の
意
識
を
発
達
的
に
自
発
的
意
識
、
対
象
意
識
、
反
省
意
識
(
自
意
識)
に
区
分
す
る
。
(
注
11)
河
原
修
一
(
二
〇
〇
〇)
参
照
。
(
注
12)
上
田
敏
『
海
潮
音』
(
一
九
〇
五)
で
は
、
マ
ラ
ル
メ
の
言
葉
の
訳
語
と
し
て
、｢
無
意
識
的
精
神
的
幻
想｣
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
木
下
杢
太
郎
の
北
原
白
秋
『
邪
宗
門』
(
一
九
〇
九)
評
で
は
作
者
の
意
に
適
う
と
い
う
条
件
で
｢
自
ら
真
に
感
じ
た
官
能
の
根
柢
に
あ
る
幻
覚｣
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
詩
集
『
ギ
タ
ン
ヂ
ヤ
リ』
序
文
(
増
野
三
良
訳
(
一
九
一
五)
東
雲
堂)
で
は
、
訳
語
と
し
て
｢
神
へ
の
信
仰｣
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
西
条
八
十
『
砂
金』
(
一
九
一
九)
自
序
で
は
、｢
ひ
ら
め
き
行
き
来
す
る
も
の
、
風
の
よ
う
に
過
ぎ
て
捉
え
が
た
い
も
の｣
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
宮
沢
賢
治
の
作
品
で
は
、
頻
出
す
る
。『
心
象
ス
ケ
ツ
チ
春
と
修
羅』
(
一
九
二
四))
で
は
、
序
、｢
春
と
修
羅｣
｢
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌｣
｢
一
本
木
野｣
｢
津
軽
海
峡｣
[
高
原
の
空
線
も
な
だ
ら
に
暗
く]
で
用
い
ら
れ
る
。『
冬
の
ス
ケ
ッ
チ』
六
や
『
注
文
の
多
い
料
理
店』
自
筆
広
告
文
で
も
用
い
ら
れ
る
。
心
象
は
｢
か
げ
と
ひ
か
り｣
｢
は
ひ
い
ろ
は
が
ね｣
｢
青
ざ
め
て｣
｢
眩
ゆ
い
緑
金｣
｢
青
い
起
伏｣
｢
し
づ
か
な
磁
製
の
感
じ｣
｢
燐
光
盤｣
と
し
て
示
さ
れ
る
。
明
暗
、
色
彩
、
鉱
物
的
質
感
、
高
低
感
、
清
い
感
じ
、
霊
的
残
光
、
円
盤
の
広
が
り
な
ど
を
伴
う
。
原
子
朗
『
新
宮
澤
賢
治
語
彙
辞
典』
(
一
九
九
九)
東
京
書
籍
で
は
、
宮
沢
賢
治
の
い
う
｢
心
象｣
は
心
の
中
で
起
こ
る
現
象
と
い
う
意
味
で
の
｢
こ
こ
ろ
の
風
物｣
(『
春
と
修
羅』
序)
で
あ
り
、
心
象
の
普
遍
を
信
じ
、｢
あ
る
程
度
ま
で
は
み
ん
な
に
共
通｣
す
る
こ
と
を
信
じ
、
か
つ
希
求
し
て
い
る
と
す
る
。
中
原
中
也
の
詩
｢
心
象｣
詩
集
『
山
羊
の
歌』
(
一
九
三
四)
で
は
、｢
ひ
ら
め
き
行
き
来
す
る
も
の
、
風
の
よ
う
に
過
ぎ
て
捉
え
が
た
い
も
の｣
が
示
さ
れ
、
時
空
や
生
死
を
超
え
て
｢
白
き
天
使｣
を
希
求
し
て
い
る
。
(
注
13)
吉
本
隆
明
『
心
的
現
象
論
序
説』
(
一
九
六
五
〜
六
九)
吉
本
隆
明
全
著
作
集
10
(
一
九
七
三)
勁
草
書
房
(p268-321)
で
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
最
も
印
象
深
い
場
面
を
択
ん
で
有
意
味
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
現
在
の
心
像
に
や
っ
て
く
る
の
で
、
過
去
の
記
憶
像
が
現
在
に
再
生
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
想
像
す
る
人
の
意
志
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
対
象
が
眼
の
前
に
な
い
の
に
対
象
を
思
念
す
る
。
不
鮮
明
な
像
で
あ
る
が
、
綜
合
的
な
概
念
把
握
が
で
き
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る
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概
念
が
構
成
す
る
心
的
世
界
を
背
景
に
、
対
象
の
本
性
を
引
き
寄
せ
る
。
概
念(
こ
と
ば)
と
イ
メ
ー
ジ
は
相
補
的
に
み
え
る
が
、
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ギ
ブ
ソ
ン
『
生
態
学
的
視
覚
論』
(
一
九
七
九)
古
崎
敬
ほ
か
訳
(
一
九
八
五)
サ
イ
エ
ン
ス
社
(p271-272)
で
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
知
覚
表
象
か
ら
漸
次
的
段
階
に
よ
っ
て
変
化
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
知
覚
表
象
と
同
一
で
は
な
い
。
注
視
し
て
も
明
瞭
に
な
ら
な
い
。
像
を
点
の
集
合
に
変
換
で
き
な
い
。
実
験
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
像
の
広
が
り
は
横
長
の
楕
円
形
で
あ
る
。
守
一
雄
『
認
知
心
理
学』
現
代
心
理
学
入
門
１
(
一
九
九
五)
岩
波
書
店
で
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
(
心
的
表
象
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る)
。
心
的
表
象
は
、
あ
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
た
り
思
い
浮
か
べ
た
り
し
て
い
る
と
き
の
頭
の
中
の
表
象
で
、
頭
の
中
の
こ
と
ば
と
頭
の
中
の
絵
が
あ
る
(p3)
。
心
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
感
覚
ご
と
の
イ
メ
ー
ジ(
視
覚
イ
メ
ー
ジ
、
聴
覚
イ
メ
ー
ジ
、
嗅
覚
イ
メ
ー
ジ
、
味
覚
イ
メ
ー
ジ)
の
う
ち
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
で
、
心
の
中
の
絵
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
を
心
の
中
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。(
目
か
ら
で
な
く)
記
憶
か
ら
情
報
が
送
ら
れ
て
作
ら
れ
た
像
で
あ
る
(p66-83)
。
(
注
14)
作
業
記
憶
(w
ork
in
g
m
em
ory
)
。
(
注
15)
村
上
春
樹『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森』
(
一
九
九
一)
講
談
社
文
庫(
上)
(p8-13)
で
は
、
視
覚
像
、
思
考
、
記
憶
の
な
か
の
心
象
風
景
、
記
憶
の
な
か
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
、
想
像
に
よ
る
幻
想
的
な
心
象
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
(
注
16)
大
林
宣
彦
(
一
九
九
六)
『
４
／
９
秒
の
言
葉』
創
拓
社
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
映
画
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
｢
映
像｣
が
投
影
さ
れ
て
い
る
時
間
が
、｢
５
／
９
秒｣
。
ス
ク
リ
ー
ン
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
閉
さ
れ
て
｢
暗
闇｣
に
な
っ
て
い
る
時
間
が
｢
４
／
９
秒｣
。(p38)
映
画
館
で
観
客
は
映
像
と
残
像
を
視
て
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
が
つ
な
が
る
。
(
注
17)
文
法
の
脈
絡
は
大
脳
新
皮
質
言
語
野
で
、
意
味
の
脈
絡
は
大
脳
新
皮
質
連
合
野
(
イ
メ
ー
ジ
野)
で
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
注
18)
坂
野
登
(
一
九
八
五)
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
(
一
九
七
四
訳)
参
照
。
(
注
19)
宇
佐
美
圭
司
(
一
九
九
三)
『
心
象
芸
術
論』
新
曜
社
(p46-48)
、
板
谷
栄
城
(
二
〇
〇
〇)
『
宮
沢
賢
治
美
し
い
幻
想
感
覚
の
世
界』
で
く
の
ぼ
う
出
版
(p14)
参
照
。
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